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例題 13-1 exをマクローリン展開をすると、x ∈ Rとし、0 < c < xもしくは x > c > 0となる実数 c

を用いて、
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と表すことができる。ここで、Rn(x) =
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xnとなる。このとき、x > 0として、x ≤ N かつ 3N < nと

なる自然数をN と nをとり、N を固定する。
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よって挟み撃ちの原理からRn(x) → 0が成り立つ。
x < 0の場合、x < c < 0となる実数を cと |x| < N となる自然数N(固定)をとり、nを上と同様とす

ると、
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どちらにしても、Rn(x) → 0が成り立つ。
任意の実数 xに対して x ̸= 0なら Rn(x) → 0が成り立つ。ゆえに、exは全実数 xにおいて剰余項が

収束するから、

ex =
∞∑
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のように冪級数展開できる。また、x = 0の場合も冪級数展開は明らかに成り立つ。
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